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研究資料 (ResearchmateriaD 

高知県不入山国有林においてエタノールで誘引された養菌性キクイムシ類

伊藤昌明1)佐藤重穂2)¥河崎祐楊1)梶村恒1)

Ambrosia beetles captured with ethanol traps in Irazu-yama National 
Forest， Kochi Prefecture 

Masaaki IT01)，Shigeho SAT02)*， Yuuki KAWASAKI1) and Hisashi KAJIMURA1) 

Abstract 
In order to elucidate the fauna of ambrosia beetles (Coleoptera: Curculionida巴:Scolytina巴andPlatypodinae) 

in natural forests of Shimanto River Basin of Kochi Prefecture， southwestern Japan， we captured them with ethanol 
traps from April to October 2007 in IraZlトyamaNational Forest， which is one of old-growth natural mixed forests of 
conifers and broad-leaved trees. As a result， 15 species of Scolytinae were recorded. Th巴mostabundant species was 
砂losandrusgermanus， followed by X brevis， Scolytoplatypus tycon and S. mikado. 
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要旨
高知県の四万十川源流域の天然林の養菌性キクイムシ類(コウチュウ目:ゾウムシ科:キクイム
シ亜科およびナガキクイムシ亜科)のファウナを明らかにするために、老齢の針広混交天然林であ
る不入山田有林において、 2007年4月から 10月にエタノールを誘引剤としたトラップで養菌性キ
クイムシ類を捕獲した。この結果、キクイムシ亜科目種が記録された。もっとも多く捕獲された
のはハンノキキクイムシで、次いでハネミジカキクイムシ、タイコンキクイムシ、ミカドキクイム
シが多かった。

キーワード:不入山国有林，エタノールトラップ，混交天然林，養菌性キクイムシ類

はじめに

高知県高岡郡津野町の不入山は標高 1，336mの四万十

111源流域の山で、ある。高知県立四国カルスト自然公園区

域内に含まれ、不入山周辺の約 1，000haの国有林のうち、

およそ三分のーが天然林である(大平 1990)。不入山は

江戸時代には土佐藩の御留山に指定され、伐採が大きく

制限されていた。このため、ブナFagus crenata、コウ

ヤマキ Sciadopitysverticillata、ヒノキ Chamaecypαris

obtusa、ツガ Tsugasieboldiiなどが優占する老齢天然

林が残っており(津良木 1996)、その一部は小畝筋山

林木遺伝資源保全林に指定されている(高知営林局，

1996)。不入山の植生については、山中(1978)、樺良

木(1996)などによる調査結果があるが、動物相につい

ては哨乳類と鳥類について若干の記述がある(津田，

1996) ものの、毘虫に関してはこれまでにまとまった

報告はない。

キクイムシ類(ゾウムシ科:キクイムシ亜科およびナ

ガキクイムシ亜科)は森林性の甲虫を代表する一群であ

り、しばしば森林生態系の評価のために用いられる(例

えば、江崎ら， 2004)。筆者らはこれまでに、同じく

四万十川流域の老齢天然林である市ノ又試験地と鷹取山

植物群落保護林において、養菌性キクイムシ類について

の調査結果を報告した(伊藤ら， 2006， 2007)。市ノ又

試験地と鷹取山保護林はいずれも標高 300~ 700 m程

度の暖温帯域に位寵するのに対し、不入山田有林は標高

1，000mを越す冷温帯域に存在し、高木層にブナを始め

とする落葉京葉樹が多く生育する(津良木， 1996)。キ

クイムシ相はこのような立地および植生の違いによって

異なっていると予想される。しかし、これまで四万十111

流域において、冷温帯林のキクイムシ相については報告

されていない。

筆者らは 2007年に不入山富有林で養菌性キクイム
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シ類の調査を行った。ここではその結果を報告して、

四万十月|流域におけるキクイムシ相の解明の一助とした

。、'u 

調査地

調査地を四国森林管理局四万十森林管理署管内の不入

山国有林2286林班に設定した。北緯33
0

26' 40'¥ 

東経 133
0

04' 10"付近に位置し、環境省の三次メッ

シュコードは 5033-1035に該当する。四国南西部を蛇

行して流れる四万 1-111の源流部にあたり、おおむね北西
向きの斜面である。不入山の山頂を含む不入山田有林と

それに隣接する西峰山国有林、船戸山国有林の一部とを

併せて、林齢約 200年生とされる天然林が約 123haに

及ぶ(四国森林管理局の森林簿による)。

調査地付近の植生は、高木層にツガ、モミ Abies

戸rmα、ブナ、ミズメ Betulagrossα、ヒメシャラ

Stewartia monadelpha、ホオノキMagnoliaobovat，α、ア

カシデ Carjフinuslaxiflora、コシアブラ Acanthopanax

sciadophylloidesなどが優占し、植被率では落葉広葉樹

と常緑針葉樹がおよそ半分ずつを占めている。亜高木層

にシキミ Illiciumanisatum、シロモジLinderatrilobα、

コハウチワカエデ、Acersieboldianumなどが生青し、下

層にはスズ夕、ケ Sasamo中haborealisが密に生えてい

る。三次メッシュコード 5033-1035における年降水量

は3，100mm、年平均気温は 9.9
0

Cである 0971~ 2000 

年の気象統計による推計:気象庁， 2002)。

方法

調査地に、名大式トラップ(伊藤・梶村， 2006;伊藤ら，

2006)を互いに約 300m離して 2基設謹した。トラッ

プ設置地点の標高はいずれもし050mである。それぞれ

2本の立木聞にローフ。そ張って、地上高約1.5mの位置

にトラップを吊り下げた。

2007年4月20日にトラップを設置し、エタノール

(99.5%)約20mlを誘引剤としてトラップのフィルム

ケース部分に入れた脱脂綿に含ませた。 5月9日に捕獲

された昆虫類を間収し、以後、ほぼ20日間隔で同年5

月 29日、 6月 19日、 7月 9日、 7月 278、8月9白、

8月 31日、 9月 19日、 10月9自にも捕獲された毘虫

類を回収した。回収時には、エタノールを約20ml補充

した。エタノールの使用量を約20mlとしたのは、容積

が約 35mlのフィルムケースの内部に脱脂綿を入れてい

て、フィルムケースの七分目までエタノールを入れたた

めである。エタノールは約 20日後の回収時にすべて揮

発してしまっていることはなかった。最終日の 10月9

日には、捕獲された昆虫類の回収後、トラップを撤収し

た。トラップの設置と捕獲された昆虫類の回収は佐藤が

行い、捕獲された昆虫類宅E名古屋大学大学院生命農学研

究科森林保護学研究分野に送付した。このうちの養菌性

キクイムシ類を伊藤、河崎および梶村が同定し、種数と

種目IJ個体数を集計した。

結果および考察

2007年4月から 9月までの聞に捕獲された養菌性キ

クイムシは、キクイムシ亜科 15種(未同定種 l種を含

む)の合計2，417個体であった。 10月9日の屈収時には、

キクイムシ類は捕獲されなかった。また、全期閣を通じ

てナガキクイムシ亜科の昆虫は捕獲されなかった。同定

したキクイムシ類のうち、それぞれの種の一部を名古屋

大学大学院生命農学研究科森林保護学研究分野(愛知県

名古屋市千種区)で証拠標本として保管している。なお、

残りのキクイムシ類は他の実験のサンプルとして供試し

た。

以下に種別の学名、和名、回収日ごとの捕獲個体数の

順に記述した。

Subfamily Scolytinaeキクイムシ亜科

1.1ndoClァphaluspubipennis (BLANDFORD)カナクギノキキ

クイムシ

2 exs.， 9 v. 2007; 1 ex.， 29 v. 2007. 

2. Xylosandrus brevis (ErcHHoFF)ハネミジカキクイムシ

13♀， 9 v. 2007; 78♀， 29 v. 2007; 77♀， 19 vi. 2007; 

121♀， 9 vii. 2007; 3♀， 9 viii. 2007; 4♀， 31 viii. 

2007. 

3.身losandruscrassiusculus (MOTSCHU凶 KY)サクキクイム

こン

手， 19 ix. 2007. 

4.砂losandrusgermanus (BLANDFORD)ハンノキキクイム

ン

1，439♀， 9 v. 2007; 220♀， 29 v. 2007; 28♀， 19 

vi.2007; 23♀， 9 vii. 2007; 1♀， 31 viii. 2007; 1♀， 19 

iX.2007. 

5.えylosandrusmutilatus (BLANDFORD)クスノオオキクイム

ン

l♀， 9 vii. 2007. 

6. Amasa ampuωtus (BLANDFORD)ツヅミキクイムシ
8♀， 9 vii. 2007; 1♀， 31 viii. 2007. 

7.ベシleborinussaxeseni (RATZEBURG)サクセスキクイムシ
2♀， 9 v. 2007; 2♀ラ 29v. 2007. 

8.身leborinusschaufitssi (BLANDFORD)シャウフスキクイ

ムシ

33♀， 9 v. 2007. 

9.あlleborusαtratusErcHHoFFクワノキクイムシ

4♀， 9 vii. 2007; 2♀， 9 viii. 2007. 

10.斗leborusseiryorensis MURAYAMAセイリョウリキクイ

ムシ

l巳x.，9 v. 2007; 1 ex.， 29 v. 2007. 

11.砂leborusseriatus BLANDFORDハンノスジキクイムシ

i♀， 9 v. 2007; 1♀ラ 29v. 2007; 1 ♀， 19 vi. 2007. 

12. Euwallacea validus (ErcHHoFF)トドマツオオキクイムシ

森林総合研究所研究報告第7巻4号20081
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7♀， 9 v. 2007; 9♀，29 v. 2007. 

13. Scolytoplatypus mikado BLANDFORDミカドキクイムシ

35 exs.， 9 v. 2007; 40 exs.， 29 v. 2007; 1 ex.， 19 vi. 2007; 

12 exs.， 9 vii. 2007; 1 ex.， 27 vii. 2007; 11 exs.， 9 viii. 

2007; 2 exs.， 31 viii. 2007 

14. Scolytoplatypus tycon BLANDFORDタイコンキクイムシ

54 exs.， 9 v. 2007; 119 exs.， 29 v. 2007; 48 exs.， 19 vi. 

2007; 6 exs.ラ9vii. 2007; 1巴x.，31 viii. 2007 

15.持たborussp. 3 

1♀， 9 v. 2007. 

ここで、砂leborussp. 3としたのは、伊藤ら (2006，

2007)による身leborussp. 1および砂leborussp. 2と

は異なると判断したものである。なお、市ノ又試験地

(伊藤ら， 2006)、鷹取山保護林(伊藤ら， 2007)にお

いて、ともに砂leborussp. 1とした標本は、サクセス

キクイムシであることが後日判明した。また、河じく

砂leborussp. 2とした標本は、 Cyclorhipidion属に移行

すべきものであった (R.A. Beaver博士私信)。

不入山田有林で捕獲された養菌性キクイムシ類のう

ち、もっとも個体数が多かったのはハンノキキクイムシ

であり、全個体数の 70.8%を占めた。次いで、ハネミ

ジカキクイムシ、タイコンキクイムシ、ミカドキクイム

シが多く、この 3種は 100個体以上捕獲された。

不入山国有林と同じく四万十ハ!の源流域の天然林であ

る市ノ又試験地においては、今国と同一のトラップによ

ってナガキクイムシ亜科2種、キクイムシ亜科8種(伊

藤ら， 2006)、鷹取山保護林においてはキクイムシ亜科

11種が捕獲されている(伊藤ら， 2007)。今回の不入山

国有林では 15種が捕獲され、養菌性キクイムシ類の種

数は 3詰所の中でもっとも多かった。

3箇所のいずれにおいても捕獲されたのは、ハネミジ

カキクイムシ、サクキクイムシ、ハンノキキクイムシ、

ツヅミキクイムシ、サクセスキクイムシ、ハンノスジキ

クイムシ、ミカドキクイムシの 7種であった。また、不

入i1r固有林のみで、捕獲されたのはカナクギノキキクイム

シ、クワノキクイムシ、シャウフスキクイムシ、セイリ

ョウリキクイムシの4種であった。キクイムシ相の違い

の原因としては、森林の構成樹種、標高、トラップの設

置場所の周辺における枯死木の量等が考えられる。また、

播獲されるキクイムシ類のイ固体数はトラップから揮発す

るエタノールの量に影響を受けるかもしれないが、気温

や風向きなどの気象要国そのものによって異なる可能性

もある。これらの要因について個別に検討するには、こ

れまでに得られた』情報で、は十分で、はない。

四万十川源流域のキクイムシ相をより詳細に把握する

には、他の地点も含めた詳細な調査が必要である。
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